
　
経
年
劣
化
が
進
む
社
会
資

本
に
潜
む
リ
ス
ク
を
見
抜
く

に
は
検
査
が
欠
か
せ
な
い
。

た
だ
、
熟
練
技
術
者
も
減
り

続
け
る
な
か
目
視
、
打
音
と

い
っ
た
人
の
五
感
に
頼
る
検

査
の
限
界
を
指
摘
す
る
声
も

あ
る
。
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る

の
が
最
新
技
術
を
駆
使
し
、

精
度
の
高
い
情
報
収
集
が
可

能
な
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
。
産
業

界
で
幅
広
く
開
発
が
加
速
し

て
き
た
。

　
橋
梁
大
手
の
川
田
工
業

富
山
県
南
砺
市

は
仮
設

の
足
場
な
ど
を
組
む
こ
と
な

く
、
橋
の
下
面
を
電
荷
結
合

素
子

Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
画

像
で
確
認
で
き
る
橋
梁
点
検

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
、
実
用
化

し
て
い
る
。
対
象
は
Ｈ
形
鋼

の
上
に
床
版
を
載
せ
た
鋼
製

橋
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
Ｈ
形
鋼
下

側
の
フ
ラ
ン
ジ
を
鼓
状
の
車

輪
四
つ
で
挟
み
込
み
、
レ
ー

ル
代
わ
り
に
し
て
移
動
す

る
。
旋
回
ア
ー
ム
の
先
に
カ

メ
ラ
を
付
け
た
電
動
ト
ロ
ッ

コ
が
、
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
車
輪
が
鼓
状
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
鋼
材
接
続
部
な
ど

厚
さ
が
変
化
し
て
も
自
動
的

に
追
従
す
る
。
ア
ー
ム
は
１

５
０

ま
で
伸
び
、
橋
の

下
面
を
ほ
ぼ
死
角
な
く
モ
ニ

タ
ー
画
面
に
映
し
出
せ
る
。

床
版
下
面
の
ひ
び
割
れ
な
ど

を
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
で
確
認

し
、
損
傷
が
軽
微
な
う
ち
に

補
修
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
イ
ク
シ
ス
リ
サ
ー
チ

川

崎
市
幸
区

の
「
橋
梁
鋼
床

版
超
音
波
探
傷
ロ
ボ
ッ
ト
」

は
、
通
行
す
る
自
動
車
な
ど

を
支
え
る
鋼
床
版
に
張
り
付

き
、
超
音
波
の
反
射
時
間
で

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
ひ
び

や
欠
陥
を
見
つ
け
出
す
。
ま

た
「
狭

部
検
査
ロ
ボ
ッ

ト
」
は
、
橋
の
継
ぎ
手
を
検

査
す
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
。

橋
の
つ
な
ぎ
目
の
真
下
に
あ

り
、
人
の
肩
幅
ほ
ど
の
横
幅

し
か
な
い
高
さ

の
狭

い
空
間
に
入
り
、
つ
な
ぎ
目

部
分
を
撮
影
。
複
数
枚
の
画

像
を
組
み
合
わ
せ
、
異
常
を

調
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す

で
に
首
都
高
技
術

東
京
都

港
区

、
首
都
高
速
道
路
技

術
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
い

く
つ
か
の
橋
梁
検
査
に
実
用

化
さ
れ
て
い
る
。

　
検
査
時
に
交
通
規
制
が
ま

っ
た
く
不
要
な
の
が
、
計
測

検
査

北
九
州
市
八
幡
西

区

の
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

ミ
ー

ム

２
」
。
時
速

で

走
行
し
な
が
ら
ト
ン
ネ
ル
天

井
部
を
点
検
す
る
専
用
車
両

で
、
三
菱
電
機
と
共
同
開
発

し
た
。
３

ト
ラ
ッ
ク
に
３

６
０
度
回
転
し
な
が
ら
３
次

元
計
測
す
る
レ
ー
ザ
ー
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
。
毎
秒
１
０
０

万
点
の
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す

る
こ
と
で
、
０
・
２

幅

以
上
の
ク
ラ
ッ
ク
や
漏
水
箇

所
を
検
知
し
、
長
大
な
ト
ン

ネ
ル
を
短
時
間
で
計
測
す

る
。

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
老
朽
化
し
た
橋

梁
の
検
査
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

計
画
を
最
適
化
す
る
管
理
ツ

ー
ル
を
開
発
し
た
。
火
力
発

電
用
ボ
イ
ラ
で
採
用
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
応
用
。
「
破
損
が

発
生
し
た
際
の
被
害
の
大
き

さ
」
や
「
破
損
の
起
こ
り
や

す
さ
」
か
ら
リ
ス
ク
の
度
合

い
を
算
出
し
、
優
先
順
位
を

付
け
て
効
率
的
な
補
修
計
画

を
策
定
す
る
。
老
朽
化
し
た

ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
も
応
用
で

き
る
と
み
て
い
る
。

　
一
方
、
国
交
省
は
安
倍
晋

三
首
相
が
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

対
策
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
積
極
活
用
を

打
ち
出
し
た
こ
と
を
受
け
、

首
都
高
速
都
心
環
状
線
・
京

橋
付
近
の
築
地
川
区
間
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
検
討
作
業
を

始
め
た
。
同
区
間
は
旧
築
地

川
の
川
底
を
利
用
し
た
掘
割

構
造
で
空
中
権
売
却
も
想
定

し
、
周
辺
市
街
地
を
含
め
た

再
開
発
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
す
る
。
「
東
京
都
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
た
検
討

会
を
早
い
時
期
に
設
置
す

る
」

道
路
局

方
針
だ
。

　

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都

市
が
東
京
に
決
ま
り
、
競
技

会
場
が
集
中
す
る
都
心
部
で

移
動
手
段
と
な
る
首
都
高
の

再
生
が
一
段
と
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
半
世
紀

前
、

年
の
東
京
五
輪
を
控

え
て
建
設
さ
れ
た
首
都
高
都

心
環
状
線
や
羽
田
線
は
老
朽

化
が
深
刻
。
都
心
環
状
線
の

外
側
に
代
替
路
線
、
新
都
心

線
を
大
々
的
に
民
間
資
金
を

呼
び
込
ん
で
建
設
す
る
構
想

も
浮
上
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
も
俎
上
に
載
っ
た
。
建

じ
ょ
う

そ

設
業
界
を
は
じ
め
「
大
規
模

更
新
は
無
理
で
も
、
老
朽
化

に
対
応
す
る
改
修
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
め
ら
れ

る
」
と
い
う
見
方
が
大
勢

だ
。

■
老
朽
イ
ン
フ
ラ
更
新
復
権
モ
ノ
づ
く
り

　
我
々
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る
橋
梁
な
ど
の
社
会
資
本
は
１
９
６
０
年
代
か
ら

年
代
に
か
け
て
の
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整

備
さ
れ
、
日
本
の
年
齢
階
層
別
人
口
と
同
じ
く
急
速
に
高
齢
化
し
て
い
る
。
政
府
の
成
長
戦
略
に
老
朽
化
が
進
む
社
会
資
本
の
戦
略

的
な
維
持
管
理
・
更
新
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
財
政
の
圧
迫
要
因
で
し
か
な
か
っ
た
「
負
の
遺
産
」
が
、
産
業
界
に
と
っ
て
「
商

機
」
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
点
検
な
ど
で
新
技
術
の
活
用
が
進
み
、
官
民
連
携

Ｐ
Ｐ
Ｐ

拡
大
の
ト
リ
ガ
ー
に
も
な
り
そ
う
だ
。

道路橋
橋長２ 以上
トンネル
河川管理施設
国管理の水門等
下水道管きょ
湾岸岸壁
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建設後 年以上経過する社会資本の割合

我々の日常生活を支えている橋梁などの社会資本
は急速に 高齢化 （首都高速橋梁の補強工事 飯
田橋付近）

年のオリンピック・パラリンピックの開催都市
が東京に決まり、競技会場が集中する都心部で移
動手段となる首都高の再生が一段と注目される

「負の遺産」から「商機」に

官
民
連
携
拡
大
の
引
き
金

ストック型社会構築を

最
新
技
術
で
リ
ス
ク
発
見

東京五輪控え首都高再生に注目

産業界、検査ロボ開発加速

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ９月２７日 金曜日 　　

　
２
０
１
２
年
度
の
国
土
交

通
白
書
に
よ
る
と
、
寿
命
の

目
安
と
さ
れ
る
築
後

年
を

経
過
す
る
社
会
資
本
の
割
合

は

年
３
月
時
点
で
お
よ
そ

道
路
橋
長
さ
２

以
上

％
、
ト
ン
ネ
ル

％
、
河
川

管
理
施
設

排
水
機
・
水
門

な
ど

％
、
下
水
道
管
２

％
、
港
湾
岸
壁
７
％
。
そ
れ

が

年
後
の

年
３
月
に
は

道
路
橋

％
、
ト
ン
ネ
ル

％
、
河
川
管
理
施
設

％
、

下
水
道
管

％
、
港
湾
岸
壁

％
へ
と
一
気
に
高
ま
る
。

　
人
間
の
体
を
む
し
ば
む
病

気
と
同
じ
で
、
す
で
に
老
朽

化
の
影
響
は
深
刻
だ
。
国
交

省
の
調
査
で
は

年
４
月
時

点
で
、
全
国
に

万
カ
所
近

く
あ
る
長
さ

以
上
の
道

路
橋
の
う
ち
、
老
朽
化
に
伴

う
重
量
制
限
や
通
行
止
め
な

ど
の
通
行
規
制
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
１
３
８
１
橋
。

年
４
月
か
ら
１
年
の
間
に
１

１
４
橋
が
修
繕
工
事
に
よ
り

規
制
解
除
と
な
っ
た
も
の

の
、
新
た
に
１
１
６
橋
が
規

制
対
象
と
な
り
、
総
数
で
は

２
カ
所
の
増
加
。
通
行
止
め

に
限
る
と
、
前
年
の
２
１
７

橋
が
今
年
は
２
３
２
橋
へ
と

増
え
て
い
る
。

　
問
わ
れ
る
の
は
橋
の
維
持

管
理
体
制
。
老
朽
化
を
進
め

る
時
間
の
流
れ
は
変
わ
ら
な

い
は
ず
な
の
に
、
通
行
規
制

中
の
１
３
８
１
橋
は
１
カ
所

を
除
き
、
地
方
自
治
体
が
管

理
す
る
地
方
道
に
あ
る
。

万
カ
所
近
く
の
道
路
橋
の
約

９
割
が
地
方
道
に
あ
る
と
は

い
え
、
国
が
管
理
す
る
国
道

で
通
行
規
制
中
な
の
は
１
橋

の
み
だ
。

　
国
や
高
速
道
路
会
社
は
以

前
か
ら
定
期
点
検
を
制
度
化

し
実
施
し
て
き
た
が
地
方
自

治
体
、
特
に
市
区
町
村
の
取

り
組
み
は
遅
れ
て
い
た
。
国

交
省
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
地

方
道
を
管
理
す
る
全
自
治
体

に
対
し
、
橋
梁
ご
と
に
計
画

的
な
保
全
に
よ
り
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
す
る

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定

を
求
め
て
い
る
。
市
区
町
村

に
お
け
る

年
４
月
時
点
の

策
定
率
は
前
年
比

ア
ッ

プ
の

％
で
、
都
道
府
県
・

政
令
市
を
含
め
た
全
自
治
体

で
は
同

ア
ッ
プ
の

％
。
通
行
規
制
は
点
検
に
よ

り
長
寿
命
化
計
画
が
策
定
さ

れ
、
修
繕
待
ち
の
状
態
に
あ

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
、
策
定
し
た
計
画
に

基
づ
く
修
繕
実
施
率
は
市
区

町
村
で
５
％
、
全
自
治
体
で

も

％
に
と
ど
ま
り
、
修
繕

実
績
が
ま
だ
１
件
も
な
い
市

区
町
村
が
８
４
７
団
体
も
あ

る
。
地
方
経
済
が
疲
弊
し
て

多
く
の
自
治
体
が
厳
し
い
財

政
事
情
に
置
か
れ
、
職
員
数

が
限
ら
れ
て
い
る
実
態
も
理

解
で
き
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
怠
っ
て
寿
命
を
全
う
さ

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
結
局
は
高

く
つ
く
。
社
会
資
本
を
大
事

に
長
く
使
っ
て
い
く
ス
ト
ッ

ク
型
社
会
の
構
築
は
時
代
の

要
請
だ
。


